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会   議   録 

 

 

 

 

 

 

会議の名称 令和元年度第３回まち・ひと・しごと創生懇談会 

開 催 日 時 令和２年２月６日（木） 
午前・午後１時３０分から 

午前・午後３時３０分まで 

開 催 場 所 旧本庄商業銀行煉瓦倉庫 ２階多目的ホール 

出 席 者 

今井副市長 

（委 員）荒井 克巳 委員、戸谷 正夫 委員、明堂 純子 委員、 

田邊 晶子 委員、間庭 英雄 委員、福島 賢俊 委員、 

谷田 裕之 委員、江原 貞治 委員、金井 幹雄 委員、 

稲継 裕昭 委員、吉田 永子 委員、 

森久保 晶彦 委員、原田 和臣 委員、 

戸谷 清一 委員 

（事務局）山下部企画財政部長、中山総務部長、 

反町市民生活部長、原福祉部長、岡野保健部長、 

木村経済環境部長、浜谷都市整備部長、 

高橋教育委員会事務局長、大屋議会事務局長、 

福島上下水道部長 

企画課：前川課長、齋藤課長補佐、千田主査、 

渡邉主事 

 欠 席 者 

（委 員）田中 輝好 委員、清水 義雄 委員、小林 由美 委員、 

坂本 雄平 委員、富沢 峰雄 委員、髙橋 博志 委員、 

茂木 通信 委員、安部 逸郎 委員、岡田 正則 委員、 

宮下 哲治 委員 

議  題 

（次  第） 

１．開会 

２．委嘱状交付 

３．あいさつ 

４．議事 

 （１）パブリックコメントの結果について 

 （２）国の第２期まち・ひと・しごと創生総合戦略について 

５．閉会 
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配 付 資 料 

令和元年度第３回本庄市まち・ひと・しごと創生懇談会 次第 

資料１ 次期本庄市まち・ひと・しごと創生総合戦略（案）に対

する意見と市の考え方 

資料２ 本庄市まち・ひと・しごと創生総合戦略（案） 

資料３ まち・ひと・しごと創生長期ビジョン（令和元年改訂版）

及び第２期「まち・ひと・しごと創生総合戦略」（概要） 

資料４ 令和元年度第２回まち・ひと・しごと創生懇談会での意

見等について 

その他特記事項 
 

 

主 管 課 企画財政部企画課 
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会 議 の 経 過 

発 言 者 発言内容・決定事項等 

１．開会  

事務局 ただいまより、令和元年度第３回本庄市まち・ひと・しごと創生

懇談会を開催させて頂きます。 

２．委嘱状交付 

副市長 （新たに委員となった委員へ委嘱状交付） 

３．あいさつ 

副市長 本日はお忙しい中、第３回本庄市まち・ひと・しごと創生懇談会

にご出席頂きまして、ありがとうございます。本来であれば市長が

ごあいさつ申し上げるところでございますが、所用がございまし

て、代わりにごあいさつさせて頂きます。 

 今回の創生懇談会は、第３回ということで、パブリックコメント

での意見や、国の第２期総合戦略の内容を踏まえての会議となりま

す。皆様方からは、忌憚ないご意見を頂戴できればと考えておりま

すので、よろしくお願いいたします。 

 余談でございますが、この煉瓦倉庫１階に「陸船車」というもの

が展示してあります。これは、本日ご出席頂いております本庄まち

ＮＥＴさんが製作されたものを、現在、展示にご協力頂いています。

本庄市は７月９日にオリンピックの聖火リレーがございまして、こ

の聖火リレーの中で、この陸船車が一役かってくれる予定になって

おります。また、この陸船車ができた都市ということで、聖火リレ

ーの中では自転車が主になって聖火リレーが行われるという予定

でございますので、是非お時間があれば、お帰りの際に展示してご

ざいます陸船車をご覧になって頂ければと思います。 

 本日もどうぞよろしくお願いします。 

稲継座長 前回に引き続き、どうぞよろしくお願いします。 

議事に入る前に、前回会議での発言について訂正があるとのこと

です。 

委員  前回、英語の特区として、小・中学校から英語が話せるようにし

たらどうかという意見を申し上げました。実は、年末に海外旅行に

行ってきまして、急遽、先ほど座長に申し上げたのですが、中学校

を除いて、小学校で英語が話せるようにということで、前回の提言

内容を訂正ということでお願い致します。 

４．議事（１）パブリックコメントの結果について 

（２）国の第２期まち・ひと・しごと創生総合戦略について 

事務局 資料１「次期本庄市まち・ひと・しごと創生総合戦略（案）に対
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する意見と市の考え方」、資料２「本庄市まち・ひと・しごと創生

総合戦略（案）」、資料３「まち・ひと・しごと創生長期ビジョン

（令和元年改訂版）及び第２期「まち・ひと・しごと創生総合戦

略」（概要）」に基づき一括で説明 

座長 前回１１月６日に第２回懇談会があったあとにパブリックコメ

ントを実施し、国の新しい第２期総合戦略が出たということで、そ

れを盛り込む形での修正等をこの案に加えて頂いたということだ

と思います。また、１１月６日に皆様から頂いたご意見と、その対

応については、資料４に記載して頂いています。 

事務局にお尋ねしたいのですが、今日の懇談会の議論を踏まえ

て、いつ頃、この総合戦略を公表できるのか説明をお願いします。 

事務局 このあと、市で創生本部会議を開きまして、最終的には４月に公

表させて頂く予定で作業を進めております。 

座長 それでは、ただいまの次期総合戦略案に対するパブリックコメン

トを実施した結果に対する市の考え方、国の第２期総合戦略がこの

案に反映されたことにつきまして、全体を通して皆様からご意見・

ご質問等ございましたらお願いします。 

委員 この１市３町のエリアは非常に恵まれた地域だと思います。鉄道

駅も本庄駅、本庄早稲田駅、児玉駅とあり、高速道路もあり、非常

に交通の便にも恵まれています。そして、高校も県立３校・私立３

校で計６校あります。こうした地域の資産をどうやったら活かせる

かということを考えていく必要があると思います。 

ケーブルテレビは、その１市３町を結ぶ情報通信のインフラとし

て、より良いものを提供していかなければならないという使命があ

ると思っています。ケーブルテレビを立ち上げた際、市議会の生中

継をしたいということで、平成元年にこの界隈の株主様にご協力頂

いて会社ができ、平成１２年に開局したわけですが、未だ地域の方

のお役に立てていないという自責の念にかられるところです。 

また、「合併」ということも一つの方法だとは思いますが、１市３

町の４人の首長が、どのような形で連携しているのかをよく存じ上

げないのですが、一つの行政区分ではなく一体として考えた構想を

この中に反映した方が良いのではないかと思いました。 

 また、駅南の商業施設があったところがありますが、例えば、こ

ういったところを子育ての出来るような施設、住居、保育所・託児

所や病院等々、子どもを育てられる非常に良い地域だと思われる核

となる場所にして、駅と一体となって北口と南口を一緒にしたよう

なものを作って、若い人を呼ぶ。動物でも子育てしやすいところに

移動するようですが、いろいろな施設が一つに集まっていれば、ま



様 式 

5 
 

た違ったのではないかと思います。 

そういう反省を踏まえ、例えば北口ですが、本庄駅と新しくでき

た商業施設の間の空き家を市が買い取って、広いエリアとして開発

して、子育ての関連施設を一つ作る。このようにして、本庄・児玉

郡市の子育てしやすい地域をつくってみてはどうか思います。 

企画財政部長 １市３町の連携は、定住自立圏で本庄市が中心市となって１市３

町で圏域を組み、いろいろなことに取り組んでいるところです。そ

の中の取組として、福祉、医療、観光、交通関係などの検討を行っ

ております。交通に恵まれた地域だということもありますので、そ

ういった魅力を圏域内だけでなく発信していくため、熊谷市や深谷

市などとも連携し、埼玉県北部７市町での取組も行っております。

そういった内容についても、今回のこの総合戦略の中で、一部盛り

込んだ形で進めている状況でございます。 

都市整備部長 中心市街地の活性化については、今年度から、まずは本庄駅北口

周辺も含め、どういう形で整備を進めていけば良いかという基本計

画を定め始めております。その中で、子育ての話もありますが、例

えば空き家の問題、狭あい道路の問題など、そこに住んでいる方の

元気を取り戻すような施策等を総合的に考えているところです。ま

た、１２月からワークショップで地元の方の意見を聞いています。

そういったところで、今年度から来年度にかけて、何らかの策を打

ち出して参りたいと思っておりますので、ご理解頂ければと思いま

す。 

委員 人口減少に歯止めをかけることが重要ということですが、住まい

を決めるにあたっては、市の知名度が重要だと思います。「あついぞ

熊谷」の熊谷市や大型商業施設がある三郷市などと比べると、本庄

市は知名度が弱いと考えています。本庄市は新幹線もあり、インタ

ーチェンジもあり、非常にアクセスの面では有効な武器を持ってい

るので、ここを活かすのが良いと考えています。今ですと、インタ

ーチェンジ降りたところに農業用地が広がっていて、かなりもった

いないと感じています。 

前回の議事録にも出ていましたが、そういった用地を、本庄市と

いえばと言えるような大きな商業施設などを設けて本庄市を有名

にすることで、例えば都内に住まわれている方で新幹線通勤でどこ

に住もうかといった時に、本庄市が目に留まることで、人口増加に

もつなげることができるのではないかと考えております。利用者が

増加すれば、本庄早稲田駅に停車する新幹線も増えるということに

なってくるのではないかと思います。 

企画財政部長 本庄市は知名度が弱い部分があるのではというご指摘を頂きま
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した。熊谷市や、最近ですと深谷市が渋沢栄一の関係でかなり表に

出ていますので、本庄市は負けているのではないかということもあ

ると思います。ただ、本庄市も結構頑張っておりまして、昨年、Ｎ

ＡＣＫ５（ラジオ）で「本庄」のイントネーションに関するＣＭを

流させてもらいました。すると、「あ、あの本庄ですよね」というよ

うに、都内でも本庄市の名前が聞こえるようになるなど、市もでき

る限りの努力をしております。また、国の施策ですが、移住・定住

支援を行っているセンターが都内にあり、そこでも本庄市は移住・

定住に向けてのパンフレット等の配布を行っています。さらに、ハ

ウスメーカーにもいろいろとご協力を頂き、また、金融機関でも「住

まいる応援金」などでご協力を頂いています。はにぽんにも頑張っ

てもらい、少しずつではありますが、本庄市を全国に広げていく取

組を行っております。 

ただ、ご指摘の通り、まだまだ不足しているというご意見もあり

ますので、引き続き行政の方もしっかり取り組んでいきたいと思い

ますが、各企業さんや関係者の方々にも、本庄市を表に出す形でＰ

Ｒにお力を貸して頂けるとありがたいと思います。 

委員 この「まち・ひと・しごと創生総合戦略」は、上里町、美里町、

神川町など近隣町との擦り合わせを行っているのでしょうか。ま

た、時代の流れとして「ＳＤＧｓ（持続可能な開発目標）」が非常に

重要になっていますが、５ページに「全国市区サスティナブル度・

ＳＤＧs 先進度調査」で全国１位になりましたと記載があります。

これをもっとアピールしても良いのではないかと思います。人口規

模別でなくても、全体で１位になるくらいの野心的な構想を持って

も良いのではないかと思います。国の総合戦略でも地方創生ＳＤＧ

s という文言がありますので、ＳＤＧs をもっと前面に打ち出して

も良いのではないかと思います。 

企画財政部長 近隣３町とは定住自立圏も組んでおりますので、この総合戦略や

人口ビジョンを作成した際には、３町とも一緒になって擦り合わせ

を行いました。今回は改訂版でございますので総合戦略だけとなり

ますが、一部、事務レベルでの擦り合わせや協議等を行っておりま

す。 

 ＳＤＧs に関しましては、今回初めてＳＤＧs のアイコンを入れ

させて頂きました。もっと力を入れても良いのではないかというご

意見を頂きましたので、次年度からはＳＤＧs の研修会等に職員も

参加するなどしながら進めていきたいと思います。ただ、ＳＤＧs

だからといって、特別に何かするというものではないと考えており

ます。普段から行っていることがＳＤＧs につながるということを



様 式 

7 
 

認識しながら行っていけば良いのではないかと考えておりますの

で、また様々な面でご指導・ご協力をお願いできればと思います。 

委員 私は上里町でも委員をしており、このような会議に出席するので

すが、上里町もこのＳＤＧs をかなり前面に押し出しています。美

里町では、資金調達などで新しい手法のものを出そうとしています

ので、連携や情報共有をしてもらったら良いのではないかと思いま

す。 

座長 

 

 

民間企業でもＳＤＧｓの取り組みが広がっています。ＳＤＧｓ先

進度調査で１位であることのＰＲをもっとした方が良いというご

意見は、その通りであると思います。 

委員 パブリックコメントで「障害者に対する就業支援事業を実施すべ

きと考えます」というご意見が出されているのを見て、改めて総合

戦略を見直してみますと、障害者という言葉がなかったように思い

ます。市として推進協議会や自立支援協議会など様々な施策を行っ

ているわけですから、具体的にどういったことを行っているか示し

た方が良いのではないかと思います。このままですと、パブリック

コメントの回答内容が、障害者のことを忘れているのではないかと

不安に思うような内容であると感じました。 

企画財政部長 ご指摘頂いた通り、この総合戦略に障害者の文言の記載がないこ

とは事実です。まち・ひと・しごと創生、地方創生ということで、

人口減少を何とか食い止めようという中で、障害者の方々も一緒に

なって進めていかなければならないということはご指摘の通りだ

と思います。 

ただ、決して言葉がないからといって、そういった取組がないと

いうわけではないということはご理解頂きたいと思います。ご指摘

も踏まえ、今後、総合戦略の中で施策の実施について進めていきた

いと考えております。 

福祉部長 障害者の雇用・就労促進についは、個別計画「本庄市障害者計画」

で、様々な取組、例えば、郡市で行っている障害者就労支援センタ

ーや就労継続支援の充実等を取組として挙げ、取り組んでいるとこ

ろでございます。 

座長 おそらく委員のご意見は、資料１の右側「提出された意見に対す

る市の考え方（案）」に、取り組んでいる内容をもう少し入れた方が

良いのではないかということだと思います。 

委員 行政から見ればこの答えで十分分かるのですが、一般の方が見た

場合、市は何をやっているのかということが分かりづらいと思うの

で、具体的に就労支援を行っている内容を盛り込んで頂くとより分

かりやすいのではないかと思いました。 
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企画財政部長 ご意見を頂きましたので、記述を追加していく方向で検討させて

頂きます。 

委員 本庄市の農業に関しては、かなり恵まれた環境にあると考えてお

ります。恵まれているにも関わらず、我々が想像している以上に、

高齢化の波が進んでいます。そのような中で、市として農業の振興

に関してどのような手を打っているのか質問させて頂きます。 

また、本市の恵まれている状況をもう少しアピールする必要があ

るのではないかと感じております。特に、他の地域から遊びに来て、

農業体験ができるような施設、泊まれるような施設を作っていくべ

きではないかと感じております。我々も含めてですが、農業に関す

るＰＲが苦手で、発信することがなかなかできていないという状況

だと思います。ですから、何らかの施策を市と一緒に打っていけれ

ばと考えておりますので、よろしくお願いします。 

経済環境部長 農業に関して市が取り組んでいる事業として、国や県の各種補助

事業を活用し、農業を営んでいる方に活用して頂いているのと併

せ、有機１００倍運動協議会というものを設け、その中でエコ農業

の研究部会と販路拡大研究部会を設置し、農業者の方のご意見を頂

きながら、ＰＲ等の事業を進めているところです。まち・ひと・し

ごと創生総合戦略とは別に、総合振興計画の中で、本庄産の農産物

は安全で安心なものであるというＰＲをし、最終的にはブランド化

を図っていきたいということを掲げております。それに向かって、

現在、取り組んでいるところでございます。 

 また、農業体験ができる施設等の整備ということですが、これに

ついては早急に実施するということは難しい状況です。当然、農家

の方にご意見を頂きながらやっていかなければなりませんので、こ

れについては今後の検討課題であると考えております。今後も、引

き続き、農協さんにはご協力を頂きながら、一緒にＰＲができるよ

うな取組を進めていきたいと思いますので、よろしくお願いしま

す。 

委員 ＳＤＧs の４番に「質の高い教育をみんなに」というものがある

のですが、初等教育、中等教育、高等教育において質の高い教育と

いう面では本庄市もいろいろとやっていると思うのですが、前回も

言いましたが、その下の幼児教育については、この総合戦略に一切

書いてありません。質の高い教育ということで、まず、それを実行

するためには、幼稚園教諭、保育士の質を上げることが大事だと思

います。そのためには、先生たちを学生のうちから本庄市の方に引

き込んでいく、良い先生を入れる、育てるということが必要です。

そのため、研修、セミナー、講習会、就職説明会というものを本庄
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市が主催で行ってもらえたら、先生たちの質も上がると思います。 

先生たちの質を上げるということは、子どもたちの非認知能力を

育てていくことにつながります。非認知能力とは、学習面の数値で

は測れない能力、コミュニケーション能力や我慢強さ、根気強さ、

協調性などです。これを幼児教育で幼児のうちから育てていくとい

うことで、アメリカでは、非認知能力が高い子どもの社会的貢献度、

将来に社会人になった時の経済的効果を数値で表す研究もされて

います。それほど注目されている幼児教育ですが、そういったとこ

ろに目を向けて力を入れていくことで、本庄市が学力の面でも、ス

ポーツの面でもすごいと思われるようなところで注目されていけ

たら良いのではないかと思います。その第一歩として、先生たちの

質の向上にもお金もかかるので、手助けして頂けたら、本庄市の幼

児教育も、もっと良くなっていくのではないかと思います。 

教育委員会事

務局長 

幼児教育に関して、幼稚園の先生方と保育士さんの質の向上を手

助けしてほしいとのことですが、まずどのような形で研修を含めて

取り組んでいくか、周辺のいろいろな事例も参考にしながら検討し

ていきたいと考えております。 

委員 この総合戦略案を見て、とても素晴らしい戦略案ができたと思い

ました。あとは、いかに市の職員が実行力を持ってこの総合戦略に

取り組んでいくか、その本気度が大切になってくると思います。こ

れから実行に向け、市の職員一人ひとりに向けた研修などが大切に

なってくると思います。市の職員一人ひとりが、人口減少を食い止

めるための取組について意欲をもって実行していくかが重要であ

ると思います。国から言われた事業だからやるというのではなく、

自分の問題として取り組めるような市役所内での研修等が必要だ

と思います。 

 いろいろな事業がある中で感じたことは、選択と集中で、どの事

業がどれだけ効果があるか、この中で実際に人口減少を食い止める

ために何が効果的かを選択して、本庄市として何に集中的に取り組

むか見極めることも大切だと思います。本庄市のどこに魅力を持た

せていくか選択し、しっかり取り組んで頂けたらと思います。 

また、前回も申し上げましたが、産婦人科が不足している現状が

あると思いますので、是非宜しくお願いします。 

総務部長 職員の研修について、まずはこの総合戦略を十分職員へ周知し

て、内容を理解させることが重要であると思います。その上で、様々

なスキルアップのための研修をしておりますが、職員が自ら考えな

がら理解をし、実施できるような職員を育てるための研修を進めて

参りたいと考えております。 
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企画財政部長 選択と集中をもって効果を出していくためにも、しっかりと評価

をし、ＰＤＣＡサイクルを回していくことが大切だと思います。職

員への周知を徹底するとともに、年に一回は評価をして、懇談会で

もいろいろなご意見を頂く場を年に一回程度設けていく予定です。

そういったところでしっかりと結果をお示しし、ご意見を頂戴する

場を作っていけたらと考えていますので、引き続きご指導頂ければ

と思います。 

保健部長 産婦人科の件ですが、安心して出産できる環境を市内に増やして

いくということは、とても大切なことだと思います。ただ、産婦人

科医は全国的にも少なく、なかなか確保が難しいのが現状です。国

や県が医師の確保ということで動いておりますので、そちらでの検

討結果を待つとともに、市としては、今あるところをなくさず維持

していけるか、そして増やしてけるかということを研究して参りた

いと思います。 

委員 私たちのＮＰＯでも、幼稚園や保育園の先生にも参加してもらえ

るような講演会や勉強会を行っております。各園にもチラシを配布

していますので、是非先生方にも参加して頂きたいと思います。来

年度は市民大学の公開講座として、発達障害の専門医の先生に来て

頂くことになりました。私が受けた講義の内容がとても良く、発達

障害をもつ子どもたちに、どう対応したら良いかという具体的な話

を聞くことができたので、本庄市の生涯学習課と共同でお呼びする

ことになりました。こういう機会にも是非参加してもらえたらと思

います。 

また、先日、民生委員として参加した県の研修で聞いた養護施設

出身の若者の話がとても良かったです。養護施設にはよく見学に行

くのですが、守秘義務があり、生徒たちと交わることはほとんどあ

りません。養護施設出身の子どもたちが、どうして自分たちが養護

施設に行くことになったのか、養護施設出身の自分が今どのように

働いているのかという切実な話が聞けて、これは子育て中のお母さ

んや関係者の方にも聞いてほしいと思いました。どの時期に開催す

るは検討中ですが、是非たくさんの人に聞いて頂ける場所で開催し

たいと思っています。市民レベルでも本当に良いと思う活動をやっ

ている団体もあると思うので、是非、官民共同、一緒になって研修

をやっていければ良いと思います。 

 あと、８ページにあるように、本庄市の全体目標の課題は、あく

までも人口減少の抑制、出生率の改善、若い世代の転入促進になっ

ています。それを踏まえて７ページのワークショップでの各アイデ

アを見ると、例えば、農産物のブランド化については、若者の力で
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ブランド化するということはすごく意味があることだと思います

し、空き家を活用したシェアオフィスは若者にはとても魅力的だと

思います。若者に魅力的な企業の誘致ということは、もちろんそれ

があれば若者が入ってくるでしょうし、ここに書かれていることを

実施していけば若者は帰ってくると思います。 

 もちろん若者が来ただけでは少子化に歯止めがかかりませんの

で、結婚して子どもを産んでもらう必要があります。１５ページ

（６）にＳＡＩＴＡＭＡ出会いサポートセンター推進事業がありま

す。これはとても良いことだと思い、実際にどのくらいの方が結婚

しているのか調べてみたところ、とても少ない状況でした。また、

埼玉県でも数市しか実施していないことから、本庄市外の方の利用

がとても多いようです。今までの婚活事業についても、本庄市民が

利用している割合はとても少なく、市外の方が多く利用していると

いう状況です。その辺りをきちんと踏まえ、事業を行っているから

良いということではなく、そういった面からの検証も必要だと思い

ました。 

 ７ページの市民ワークショップでの各アイデアに出ていること

が、実際に子育てするにあたって、これがないと出来ないという切

実なものだと思います。先ほどの幼児教育に関することもとても大

切ですが、幼児教育や保育の充実がない限り、子育て世代は本庄市

に来ないと思います。そのような中、１７ページに新しい施策とし

て「保育所・幼稚園等副食費第３子無償化」がありますが、とても

素晴らしい事業だと思います。これは、今すごくネックになってい

る問題です。国の施策である幼児教育・保育の無償化に伴い副食費

を負担することになってしまい、逆転現象になっている状況をいち

早く解消したことはとても意義のあることだと思います。こうし

て、国のおかしい施策をすぐに市町村レベルが直していくというこ

とは、とても素晴らしいことだと思います。 

また、発達障害についての記載がとても少ないと思います。１８

ページに発達障害についての記述が少しありますが、現在、小学校

に約３割の発達障害予備軍的なお子さんがいると言われています。

不登校がとても増えているのは、発達障害に由来しているケースが

多いと思います。親の発達障害があると、子育てに不安があるので、

子どもが学校に行けなくなり、学力も落ち、高校にも行けない等の

いろいろな問題が出てくると思います。このため、発達障害につい

てもう少し本気で入れた方が良いと思います。本庄市の回答はいつ

も「発達教育支援センター『すきっぷ』がありますから」と言うの

ですが、すきっぷはあくまでも機関であって療育施設ではないの
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で、きちんとした療育施設を持つべきだと思います。すきっぷがあ

るという回答ではなく、さらに踏み込んで考えますというような記

述が欲しいと思います。 

それと、本庄市が子育てしにくいとお母さんたちが思う一番の理

由は、小児医療が充実していないことです。それは行政も十分分か

っていると思います。小児医療の充実なくして、少子化問題は解決

できないと思います。簡単に解決できないことは分かっているので

すが、１９ページに救急医療体制の整備に向けた検討というものが

検討事業として入っています。もちろん検討ですから、簡単にでき

るとは思っていませんが、検討というだけで評価の声が出たという

ことが、とても重要だと思います。それに対し、１８ページ（１５）

休日・夜間診療の充実に関しては、救急医療対策事業が既存事業の

ままになっています。前回も申し上げましたが、平日の夜間診療が

４９日しか実施されていません。ここはせめて拡充事業とか検討事

業にして、できるかどうか分からないけれども、検討はするという

ことにして頂きたいと思います。お母さんたちに聞くと、一番困っ

ているのは小児医療だとおっしゃっています。 

同じく７ページの市民ワークショップでのアイデアで、ボランテ

ィアが協力しやすい仕組みづくりというものがあり、中にも記述が

少しあります。記述だけではなく、行政ができないことでも民間レ

ベルで協力できることはいくらでもあると思うので、そこをもっと

うまく繋いでもらえれば、行政だけで背負い込まなくても良いこと

がたくさんあると思います。逆に、ボランティアをしたい人もたく

さんいると思うので、もっとボランティアの力を活用したら良いと

思います。 

それと、障害のある方についての明記がないということはあり得

ないと思うので、早急に直して頂きたいです。ＳＤＧｓを謳うので

あれば、障害のある方の記述をすべきだと思うので、すぐにでも付

け加えた方が良いと思います。 

企画財政部長 行政だけでなく、市民レベルで行っていることもあるから、一緒

になってやりましょうというご意見を頂きました。そういったご意

見を頂くことはありがたいことだと思います。確かに、人口減少に

対しては行政だけでは解決できる問題ではなく、市民の皆様のご協

力があっての話だと思います。是非とも、引き続きご協力願えれば

と思います。 

また、出会いサポートセンターが本庄市内にあるが、市外の方の

利用が多いのではないかということでしたが、確かにそういう傾向

はあるかと思います。ただ、これは埼玉県全域で扱っているもので、
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いろいろなところの方が登録して頂き、出会った方が将来的に本庄

市に住んで頂ければ良いのかなと思っております。そういった中

で、社会福祉協議会が本庄センターをつくりました。埼玉県内には

三つしかセンターがないのですが、そのうちの一つが本庄市内にあ

るということがまず大切なのかなと思います。今後は市内の方にも

さらに活用して頂けるようなＰＲを進めていきたいと考えており

ます。 

それから、最後のご意見の障害者に関する記述に関してですが、

この場ですぐにどの箇所に記述をするとは約束できませんが、本部

会議で検討させて頂きたいと思います。 

保健部長 発達障害については、確かに「すきっぷがあるから」というよう

な話が出ることも多いかもしれません。すきっぷはある意味で一つ

の過程で、本庄市に何もなかったところから、健診等のスクリーニ

ングの取組、その後の経過観察やフォローの取組、その積み上げの

中ですきっぷができてきました。確かに、療育施設とは全く別物で

す。療育施設をどうしていくかは、急がなければならない大事な課

題であると思います。それに向けて是非ご協力を頂きまして、どの

ような方向でやっていけるのか考えて参りたいと思います。 

また、小児医療について、休日・夜間診療の充実ということでご

意見を頂きました。実際にどのように拡充していくのか、医師会の

先生へもご相談しているところですが、すぐに良い解決案はなく、

残念ながら現状維持として既存事業になっているのが現状です。本

日頂いたご意見を、どういった形で反映できるのか検討させて頂き

たいと思います。 

委員 先ほどＳＤＧｓの話が出ましたが、人口５万人以上１０万人未満

の市の中で、全国１位という非常に良い評価を頂いたことは嬉しい

ことです。本庄市は昔からまじめに地域づくりに取り組んできたの

ですが、何故、それがあまり認知されないのか疑問に思っています。

その理由の一つは、平均的な施策はやっているが、尖った政策がな

いことだと思います。こうしたものが出てくると、また認知度が上

がるのではないかと思います。千葉県流山市では、「子育てについて

は流山」、「ママになるなら流山」、「パパになるなら流山」など、そ

れを聞いただけで、ここは子育てに力を入れているということがキ

ャッチコピーとして分かるような取組をしています。そのような派

手なものを入れた方が良いのではないかと考えておりました。 

また、いつも思うことは、国の政策でも、国はとても矛盾したこ

とをたくさんしているということです。例えば、幼児教育・保育で

す。私は、幼稚園、保育園と言っている時代はとっくに終わってい



様 式 

14 
 

ると考えています。厚労省と文科省が縄張り争いのようなことをし

ていますが、子育てなら子育て省みたいなものをつくって、この少

子化に本気で取り組む必要があるのではないかと思っています。幼

稚園でも保育園でもなく、今でも幼保一元化とは言っていますが、

基本的には分かれています。同じ建物の中でも幼稚園、保育園と基

本的には分かれているところがあります。市レベルでは何ともなら

ないかもしれませんが、そういったことをやっても良いのではない

かと思います。本庄市では公立の保育園はありますが公立の幼稚園

はなく、幼児教育に対する公共的な関りが薄いと思います。教育委

員会は小・中学校が主となっていて、幼児教育についての教育委員

会の関りは非常に低いです。保育園は公立が多いので福祉施策とし

てやっていますが、もう子育てに関しては、福祉と教育とに分けな

いでやってもらいたいというのが正直なところです。本気でやるの

であれば、子どもに関しては全体としてやりましょうというような

形を模索して頂けたらと思います。 

それから、障害者の雇用については就労支援センターなどを郡市

でやっていますとのことでした。救急医療も広域で行っており、障

害者の就労支援も郡市の中で行っているのだから、女性に特化した

就労支援は文言として出ているにも関わらず、障害者の雇用につい

て記載がないことに少し違和感を感じました。就労支援は、もっと

幅広く、女性も障害者も高齢者もみんな応援しますというのが、今

の大きな流れだと思うので、広い視野に立ってやって頂きたいと思

います。そこに、いろいろな人の就労支援を入れて頂きたいと思い

ます。 

あと、国のまち・ひと・しごと創生総合戦略の中で、東京圏への

転入超過について出ていますが、これが諸悪の根源です。何故かと

いうと、東京は若い人をたくさん集めますが、出生率が一番低い。

若い人口を飲み込んで、人口の再生産を一番しないのは東京です。

そこに人を集めてどうするのかということは、国もその問題点は分

かっていて、今日の新聞でも、安倍首相も東京圏の転入超過は諦め

ているとありました。国がそのようなことを言ってどうするのかと

思いますが、それで地方に頑張れ頑張れと言っても、東京にどんど

ん人が集まってしまいます。こんなに地方が頑張ろうと思っている

のに、東京が強大な力で人を集めてどうするのかと思っておりま

す。 

こういったことを市に言っても仕方ありませんが、地方の声とし

て、このような構造を変えてもらいたいということを、国に対して

求めたいです。 
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教育委員会事

務局長 

最初のご意見の子育てについてですが、確かに幼稚園は教育委員

会、保育所は保健部と分かれていることはご指摘の通りです。これ

をまとめて一つにして、今後子育てを一緒にしていくかというお話

だと思いますが、いろいろと課題がありますので、研究していかな

ければならないと思っています。 

企画財政部長 就労支援のところで、障害者等の記述ができないかというご意見

ですが、まち・ひと・しごと創生総合戦略については、人口減少に

ついてどのように取り組んでいくかということに焦点を合わせた

ものがピックアップされているものでございます。ただ、地方創生

を行う中で、そういった考え方についても、当然、然るべき話です

ので、障害者の方の就労に関する記述については、本部会議の方で

検討させて頂きたいと思います。どのような形で記述ができるかに

ついても併せて検討させて頂きたいと思います。 

また、東京一極集中についてはおっしゃる通りで、全国の自治体

が感じていることだと思います。ただ、各自治体も東京に負けるな

という気持ちは持っており、そのような気持ちでこの総合戦略を作

っています。東京の方でも、国レベルで考えていかないといけない

ものも当然あると思いますので、市議会などにもご協力を頂きなが

ら、こういった部分についてお願いをしていきたいと考えておりま

す。 

委員 我々は市民グループで１５年くらいいろいろな活動をしてきま

した。先ほど、副市長からご紹介頂いた「陸船車」ですが、今から

２８０年くらい前に本庄の庄田門弥が発明した４輪自転車です。そ

れも一つですが、この総合戦略の中に出ている「まち」や「魅力創

造」に関連した活動を、本庄まちＮＥＴではいろいろとやっており

ます。 

例えば、空き家対策や文化財の活用に関連して、蔵の保存・活用、

昭和初期の民家の改修等を市民レベルで行っています。本庄宮本・

蔵の街も保存・活用していますが、実際に蔵の保存・活用ができて

くると、本庄市以外の方もたくさん来るようになります。文化財的

なものでない民家や蔵でも、活用できれば市街地の魅力化につなが

ります。外部から人が来たり、メディアも取り上げてくれるので、

そういったものが活用できることなど、この総合戦略の中にもいろ

いろと書かれていますので、是非実行して頂ければ良いと思いまし

た。 

また、本庄まちＮＥＴは３０人くらいの会なのですが、市民だけ

でなく、市外の方もいます。いろいろなアンケートや会議などで、

お話を伺う機会があります。実際私も１８歳まで本庄市にいて、そ
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の後東京に行き、結婚して子供も生まれ、４０歳過ぎに本庄に帰っ

てきたら、本庄市はガラッと変わっていました。外から２０年くら

い、生まれた本庄市を眺めていましたが、本庄はある一つの場所で

しかありません。東京や世界中から見ていると比較の対象の一つで

す。本庄市に住んでいる方や働いている方が本庄とはこういうとこ

ろなんだと理解するのと同時に、外部の評価をどのように捉えるの

かということはとても大事だと思います。隣接している町の方の意

見も聞く機会がありますが、やはりそれは本庄市の中の方とは違う

見方があるので、そういった見方も必要だと思います。ずっと本庄

市はインフラが良いと長年言われています。何故それを活かしきれ

ないのかということも、きちんと整理する必要があるのではないか

と思います。せっかく新しい総合戦略ができて、行政・市民含めて

推進していくためにも、やはりきちんと見直す必要があると思いま

す。全体的には非常に素晴らしい戦略だと思いますので、是非これ

を行政・市民一緒になって出来れば良いと思いました。 

企画財政部長 外部からの評価も重要であるというのは、まさにその通りだと思

います。今回の総合戦略で、基本戦略「誰もが知っていて、訪れた

くなる、住み続けたくなるまち」の数値目標のところに、初めて外

部の客観的なランキングの指標を取り入れました。１２ページの数

値目標で、住みよさランキング埼玉県内で２０１９年には４位でし

たが、これを２０２２年には１位になるようにということで、こう

いった外部の評価も取り入れて行っています。近隣市町の意見や評

価も何らかの形で取り入れられるようなことも、考えながら進めて

参りたいと思います。 

また、他の自治体から見て、非常に良い交通の要衝になっている

のに活かし切れていないというご指摘は、行政に携わっている我々

としては厳しいご指摘だと思います。なぜ、まだこの状態なのかと

いうことを考えると、もう少し踏み込んだ整理の仕方もあると思い

ますの、研究して参りたいと思います。 

委員 私は自治会長をやっており、自治会内にも若い人が入ってきてお

ります。昨年の１２月から１月に、若い世代の４０歳前後の方が１

０組入りました。聞くと、本庄市は交通の便は良いけど、街の整備

も出来てないし、区画整理も出来ていないと言われました。ではど

うして本庄を選んだのか聞くと、私は東京に通っているからとのこ

とでした。私の住んでいるところは半分が区画整理で新しくなっ

て、後半分は古いままで、新しいところにはどんどん人が入ってき

ています。事務所を用意して東京の業者を呼んできたり、児玉工業

団地で空いている会社を買い取ってやれば、発展するのではないか
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という意見もありました。また、子どもたちは２～３歳位で、これ

から保育園だそうです。私の地域には中央小学校、南中学校、本庄

高校が近くにあります。保育園はありませんが、こういうところに

住みたかったので来ましたという意見も聞きました。東京生まれ、

東京育ちで会社がこちらにあるので、とか、本庄市は野菜がおいし

いからという意見もありました。農業の方もうまくＰＲしていけば

良くなっていくのではないかと思います。 

 私は、この総合戦略を読んで素晴らしいと思っていますが、実際

に実施することは難しいものもあると思います。国道１７号線バイ

パスを新しくつくると言っていた時に、ある方が「私が生きている

間は出来ない」と言っていました。その理由を聞くと「昔の人が反

対しているから出来ないんだよ」と言っていました。それは私が３

５～３６歳ごろの話で、今７３歳になります。あと何年続くか分か

りませんが、まだバイパスができません。交通の便が良いのにどう

して発展しないのか不思議で仕方がないと思っているのですが、市

の方も予算もあるし、いろいろと大変だと思いますが、よろしくお

願いいたします。 

委員 少し気になったのが資料３の長期ビジョンで、東京一極集中の是

正に向けた取組というものを具体的に出していますが、これは２０

年も３０年も前から分かっていることで、これまでも思うようにい

かなくて、雲を掴むような話ではないかと思っています。 

それと、同じく資料３の１ページに人口減少になってから出生率

が減るとどうなるかということが書かれています。先日「地方消滅」

という本を読みました。例えば出生率が現在の１．２を１．４に伸

ばし、それで子どもの数が増えたとみるのも一つですが、実際２０

歳から３９歳までの子どもを産む女性たちが現在１００人いたと

すれば、５年後１０年後には、人口減少ですので当然その数も減る

はずです。５０％減少したとして、１００人いた女性が５０人にな

ったとすれば、出生率が１．４になっても、計算上、実際の子ども

の数は減っているわけです。出生率を２．０１にしても１００人に

届かないなど、いろいろな計算があります。ということは、２０歳

から３９歳の若年女性の数を増やすために、我々が何をしなければ

いけないのか。ここで働く場所を確保する。あるいは本庄市がベッ

ドタウンとして若い人たちの住む場所を確保する。あるいは、本庄

市に大きな企業を誘致して働き場所を確保する。そういうものがな

い限り、本庄市に住む若い人は増えないと思います。その辺を我々

はもっとリアルに考えていかなければならないと、この本を読んで

思いました。 
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また、前にも申し上げましたが、子どもの学力向上について一切

書かれていないので、どこかに入れて頂きたいと思います。実際、

子どもたちの学力を向上させていけば、悪い言い方をすると、良い

高校に行って、良い大学に行って、良い就職をするだろうと考える

保護者たちが本庄市に住むということも考えられます。さいたま市

でも、浦和高校に入らせるために、私立に入れるのではなく、公立

の小中学校から浦和高校に入れて、良い大学に入れて、良い就職へ

と考える保護者たちが、いろいろなところから浦和に住み始めてい

ます。教育に関しても、この中に盛り込んでいかないと、そこに住

もうということにはならないと思いますので、是非その辺も考えて

頂けたらと思います。 

教育委員会事

務局長 

学力向上については、ご指摘の通りこちらには記載がありませ

ん。しかし、学力向上については、計画的に取り組んで実施してい

るという状況はあります。総合戦略への記載については、ご意見と

して承りたいと思います。 

座長 ほぼ予定された時間となりました。今回頂いたご意見を反映する

ものは反映して、そうでないものも個々の施策において検討して頂

きたいと思います。特に、今日３人の委員の方から出た、障害者に

ついての文言がどこにも出ていないので、ＳＤＧｓの観点からも記

載ができないのかというご意見がありました。これから本部会議の

方で是非ご検討頂きたいと思います。 

もう一点は、１８ページ（１５）休日・夜間診療の充実で、救急

医療対策事業が既存事業になっていることについて、これをもう少

し検討してもらえないかというご意見がありましたので、これも本

部会議の方で検討をお願いします。 

５．閉会 

事務局  以上をもちまして、本日の議事はすべて終了致しました。長時間

にわたり活発なご意見を頂き、誠にありがとうございました。 

 なお、今後のスケジュールでございますが、最終的に完成した総

合戦略につきましては、まず委員の皆様に配布させて頂きます。そ

の後４月に公表することを予定しております。また、今年度の懇談

会は今回で最後となります。ご協力頂きまして、本当にありがとう

ございました。 

 以上をもちまして、第３回本庄市まち・ひと・しごと創生懇談会

を閉会します。ありがとうございました。 


